
ディボーション質問表  7 日（月）マルコの福音書 １：１～13 マルコの福音書のテーマは「しもべとしてのイエス様」です。 また今週の箇所は、準備期間 （1：1～13）、初期の伝道（1：14～3：6）、伝道の最盛期（3：7～8：30）に分類することができます。  １．バプテスマのヨハネの成功の裏にある原則はなにか、見出してみましょう（1～11 節）。  ２．９～１３節には、イエス様の宣教開始前の出来事が書かれています。ここから学ぶことが出来ることは何でしょうか？  8 日（火）マルコの福音書 １：14～４５ １．14～20 節には、宣教を開始されたイエス様が最初になされたことが書かれています。 それはどのような事でしょうか？ ここから何を学ぶ事が出来るでしょう。  ２．21～34 節にイエス様の初期の活動が書かれています。 ここに書かれていることをまとめるとどのようにいうことが出来るでしょうか？  ３．イエス様は非常に疲れきってしまうような毎日の始めに、何をされていましたか？ 働きを成功に導くイエス様の優先順位を発見しましょう（35～39 節）。  9 日（水）マルコの福音書 ２：１～17  １．なぜイエス様は、4 人が担いできた中風の人をいやされようと思ったのでしょう。 神様は奇蹟についてどんな原則をここでは示しておられると思いますか（1～12 節）？  ２．なぜ神様は極悪取税人マタイを選び、使徒とされたのでしょうか（13～17 節）？  10 日（木）マルコの福音書 ２：18～２８ 1．18～22 節で、イエス様は断食の問題を通して何を教えておられるのでしょうか？  ２．23～28 節で、弟子たちが安息日に穂を摘んだ出来事を通して、イエス様は何を教えようとしていると思いますか？  11 日（金）マルコの福音書 ３：１～19 １．1～6 節で、イエス様は安息日に片手のなえた人を直されています。 このことを通してイエス様は何を教えようとしておられたと思いますか？  ２．7～12 節で、イエス様がしておられることはどのような事でしょうか？   ３．13～19 節で、イエス様は彼の弟子たちをどのように招きましたか？ また彼らにどんなつとめを与えられましたか？  12 日（土）マルコの福音書 ３：20～３５ １．イエス様は家や国の一致についてどのような教えをされたか見出してください（20～27 節）。  ２．聖霊様の役割は、人々にイエス様が主であり、救い主であることを明らかにすることです（1 コリント 12：3）。 もし、聖霊様がベルゼブル（悪霊どもの支配者）だと非難されるなら、聖霊様はその人々にはイエス様が主であり、救い主であるとは明らかにしようとはしません。 それゆえそれらの人々は決してイエス様を信じることはなく、救われないのです。 これは、“聖霊を冒涜（ぼうとく）する罪”と呼ばれています（28～29 節）。 このようなわけで、この罪は決して赦されない罪なのです。 本物のクリスチャンは決してこの罪を犯すことはありません。 聖霊様がその人の内に住んでおられるからです（エペソ 1：13～14）。 ただクリスチャンは聖霊様を悲しませることはあり得えます（エペソ 4：30）。 


